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特
別
支
援
学
校
で

　

当
時
、
担
任
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
頃
、
昼
休
み
に
児
童
の
連
絡
帳
を

書
き
な
が
ら
、
不
覚
に
も
睡
魔
に
襲

わ
れ
コ
ッ
ク
リ
、
コ
ッ
ク
リ
。
す
る

と
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
児
童
Ａ

さ
ん
が
す
る
す
る
と
私
に
近
寄
る
。

そ
し
て
、真
顔
で
一
言「
大
丈
夫
？
」。

ど
う
や
ら
私
の
具
合
が
悪
い
と
思
っ

て
の
声
掛
け
だ
っ
た
よ
う
。
な
ん
と

温
か
な
空
気
感
！
一
層
子
ど
も
た
ち

が
愛
お
し
く
な
っ
た
こ
と
を
昨
日
の

よ
う
に
思
い
出
す
。

自
立
活
動
の
位
置
付
け
と

　
　
　
　
　
　
　

指
導
の
必
要
性

　

小
学
校
で
特
別
支
援
学
級
を
担
任

す
る
あ
る
先
生
に
、
学
級
に
い
る
児

童
Ｂ
さ
ん
の
自
立
活
動
の
指
導
に
つ

い
て
尋
ね
て
み
た
。
す
る
と
、「
歯

磨
き
も
、
着
替
え
も
一
人
で
で
き
る

の
で
大
丈
夫
で
す
。」の
回
答
が
返
っ

て
き
た
。

　

令
和
四
年
四
月
、
文
科
省
か
ら
の

「
特
別
支
援
学
級
及
び
通
級
に
よ
る

指
導
の
適
切
な
運
用
に
つ
い
て
（
通

知
）」
で
は
、「
交
流
及
び
共
同
学
習
」

の
意
義
や
留
意
点
、
特
別
支
援
学
級

で
行
う
授
業
の
週
時
数
の
目
安
な
ど

が
示
さ
れ
た
。
一
方
で
、
特
別
支
援

学
級
で
の
自
立
活
動
の
実
際
に
関
す

る
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

自
立
活
動
と
は
、「
障
害
に
よ
る

学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
主
体

的
に
改
善
・
克
服
し
よ
う
と
す
る
指

特
別
支
援
教
育
の

　
　
　

さ
ら
な
る
推
進
を

導
領
域
」
で
あ
り
、
通
級
、
特
別
支

援
学
級
・
学
校
な
ど
、
特
別
な
教
育

的
ニ
ー
ズ
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

の
学
び
の
場
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
す
る

教
育
課
程
の
一
つ
と
い
え
る
。
そ
の

内
容
は
下
表
の
と
お
り
、「
健
康
の

保
持
」
を
は
じ
め
と
す
る
六
つ
の
区

分
と
、
区
分
ご
と
に
三
～
五
の
項
目

を
含
む
全
二
十
七
項
目
で
示
さ
れ
て

い
る
。で
あ
る
か
ら
、前
述
の
よ
う
に
、

Ｂ
さ
ん
の
自
立
活
動
は
大
丈
夫
と
は

な
ら
な
い
。
自
立
活
動
が
必
要
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
通
常
の
学
級
へ
の
在

籍
替
え
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

力
強
い
学
級
・
学
校
づ
く
り
に
向
け
て

　

こ
れ
か
ら
の
特
別
支
援
学
級
の
適

切
な
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、

自
立
活
動
へ
の
理
解
を
一
層
深
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

例
え
ば
、
自
立
活
動
の
六
つ
の
区
分

を
実
態
把
握
の
視
点
と
し
て
一
人
一

人
を
捉
え
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
必
然
的
に
職
員
同
士
で
自

立
活
動
を
語
り
合
う
機
会
と
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　

次
に
、
自
立
活
動
の
指
導
を
ど
の

よ
う
な
形
で
位
置
付
け
る
か
が
大
切

で
あ
る
。
週
時
程
の
中
に
、
自
立
活

動
の
時
間
に
お
け
る
指
導
と
教
科
等

の
中
で
行
う
指
導
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
担
任
・
管
理

職
は
、
対
象
と
す
る
子
ど
も
の
自
立

活
動
の
必
要
性
や
目
標
、
指
導
内
容

等
に
つ
い
て
、
本
人
・
保
護
者
へ
の

合
理
的
配
慮
の
提
供
と
し
て
説
明
責

任
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ

は
各
学
校
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
る
と

と
も
に
、
特
別
支
援
教
育
の
本
気
度

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。

Ａ
さ
ん
と
自
立
活
動

　

冒
頭
の
Ａ
さ
ん
は
、
高
等
部
を
卒

業
し
て
社
会
人
と
な
っ
た
。そ
の
間
、

地
域
の
飲
食
店
へ
お
金
を
持
た
ず
に

訪
れ
、
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
を
注
文
し

た
り
、
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
に
支
払
い
切

れ
な
い
額
の
課
金
を
し
た
り
し
て
、

周
り
に
大
変

な
迷
惑
を
掛

け
な
が
ら
も
、

み
ん
な
に
愛

さ
れ
る
社
会

人
に
な
っ
て
い

る
と
聞
い
た
。

　

小
さ
い
頃
か

ら
、
金
銭
感

覚
や
金
銭
管

理
を
育
む
た

め
の
自
立
活

動
の
指
導
に

取
り
組
ん
で

い
た
ら
…
。
Ａ

さ
ん
に
は
、も
っ

と
豊
か
な
生

活
が
待
っ
て

い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
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＜特　集＞
地域の特色を生かした
学校づくり、教育活動の展開� （2面）

　

大
谷
翔
平
選
手
の
投
打
に
渡
る

二
刀
流
の
活
躍
は
、
今
シ
ー
ズ
ン

も
多
方
面
を
賑
わ
せ
た
。
大
谷
選

手
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
昭
和
世
代

の
私
に
と
っ
て
、
二
刀
流
は
剣
豪

「
宮
本
武
蔵
」
で
あ
る
。
宮
本
武
蔵

と
言
え
ば
、
歴
史
小
説
家
の
吉
川

英
治
。
そ
の
吉
川
英
治
が
好
ん
で

使
っ
た
言
葉
が
「
我わ

が
い
が
い
み
な
わ
が
し

以
外
皆
我
師
」。

自
分
以
外
の
人
、
も
の
全
て
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

　

多
様
な
価
値
観
と
正
対
す
る
今

日
で
あ
る
。
人
・
も
の
・
こ
と
を

一
方
向
か
ら
見
る
の
で
は
な
く
、

素
直
な
気
持
ち
で
そ
の
よ
さ
を
見

て
吸
収
す
る
こ
と
が
今
ま
で
以
上

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
何
よ
り
私

達
教
員
は
常
に
新
し
い
知
識
や
情

報
を
取
り
入
れ
、
自
己
の
資
質
と

能
力
を
高
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

教
育
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
趣
味
の
分
野
で
も
構
わ
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
の
思
想
家
エ
マ
ー
ソ

ン
も
「
私
が
出
会
う
人
は
皆
、
私

よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」

と
同
様
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

　

同
僚
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
地
域
、

そ
し
て
我
々
研
修
の
仲
間
か
ら
積

極
的
に
、
か
つ
謙
虚
に
学
ぶ
気
持

ち
が
自
分
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
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朝の加茂湖

　

謙
虚
に
学
ぶ

行
谷
小
学
校　
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第118号　令和５年10月31日

自立活動の内容

区　分（６） 項　目（27）
健康の保持 「生活のリズムや生活習慣の形成」など５項目
心理的な安定 「情緒の安定」など３項目
人間関係の形成 「他者とのかかわりの基礎」など４項目

環境の把握 「保有する感覚の活用」など５項目
身体の動き 「姿勢と運動・動作の基本的技能」など５項目
コミュニケーション「コミュニケーションの基礎的能力」など５項目



は ま な す （2）令和５年10月31日

　

昨
年
度
、
七
浦
地
域
と
七
浦
小
学
校
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
文
化
祭
の
取
組
が
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学

校
協
働
活
動
の
一
体
的
推
進
」
に
係
る
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

　

こ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
文
化
祭
の
端

緒
は
三
年
前
の
令
和
二
年
度
に
遡
る
。

　

令
和
二
年
三
月
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
伴
う
臨
時
休
校
に
よ
り
学
校
行
事
が

二
学
期
に
集
中
し
た
。
ま
た
、
教
科
の
時

数
確
保
を
優
先
し
た
た
め
に
文
化
祭
の
学

習
発
表
練
習
に
か
け
る
時
間
が
不
足
し
、

例
年
ど
お
り
の
発
表
が
難
し
く
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
学
校
運
営
協
議
会
で
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
委
員
か
ら
は
「
こ
の
七
浦

地
域
に
は
自
慢
で
き
る
伝
統
的
文
化
や
特

色
あ
る
活
動
が
あ
り
、
活
力
あ
る
人
材
が

た
く
さ
ん
い
る
が
、
児
童
に
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
」と
い
う
声
も
上
が
っ
た
。

熟
議
の
結
果
、
地
域
と
学
校
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
文
化
祭
な
ら
二
つ
の
課
題
を

同
時
に
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
結
論
に
至
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

文
化
祭
実
現
に
向
け
た
地
域
学
校
協
働
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。案
内
作
成
と
配
付
、

出
演
順
の
調
整
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
等
の

準
備
を
一
つ
一
つ
こ
な
し
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
令
和
二
年
十
月
二
十
五
日
、

第
一
回
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
た
。
学
校
か
ら
の
出
演
は
民
謡
ク

ラ
ブ
の
演
奏
と
五
・
六
年
の
合
奏
の
二
つ
、

地
域
か
ら
は
ア
ク
シ
ョ
ン
ム
ー
ビ
ー
、
民

話
・
紙
芝
居
・
楽
器
演
奏
、
剣
道
の
演
武
、

民
謡
、
演
劇
の
五
つ
の
出
演
が
実
現
し
た
。

正
に
地
域
と
学
校
が
と
も
に
創
り
上
げ
た

文
化
祭
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
は
創
立

百
五
十
周
年
記
念

式
典
と
合
わ
せ
て

十
一
月
に
開
催
す

る
。
新
た
な
出
演

希
望
も
あ
り
、
地

域
に
根
差
し
た
文

化
祭
と
し
て
定
着

し
て
い
る
。
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『
松
ヶ
崎
留
学
』
は
当
校
の
大
き
な
特

色
の
一
つ
で
あ
る
。
関
連
す
る
活
動
と
し

て
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
小
中

学
校
が
連
携
し
て
「
社
会
と
連
動
す
る
地

域
お
こ
し
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

生
徒
は
、「
ツ
ア
ー
」「
民
泊
」「
食
（
柿

と
塩
）」
の
各
班
に
分
か
れ
、
二
〇
三
〇

年
の
松
ヶ
崎
の
姿
を
思
い
描
き
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
地
域
人
材
と
の
連
携
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。

　

そ
し
て
、『
松
ヶ
崎
留
学
体
験
説
明
会
』

を
九
月
と
十
月
に
実
施
す
る
。
参
加
者
に

地
域
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
学
校

説
明
会
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
釣
り
や

柿
の
収
穫
、
塩
作
り
な
ど
の
体
験
を
企
画

し
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
同
様
の
活
動
で
は
、
参
加
者

か
ら
「
子
ど
も
た
ち
や
職
員
・
保
護
者
の

方
が
と
て
も
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

り
、
松
ヶ
崎
地
区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

さ
に
感
動
し
た
。」
と
の
感
謝
の
お
手
紙

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
年
も
、
松
ヶ
崎
に
育
つ
子
ど
も
た
ち

と
地
域
の
未
来
を
築
く
た
め
の
持
続
可
能

な
協
働
体
を
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
が

力
を
合
わ
せ
て
育
ん
で
い
き
た
い
。
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七浦小学校

髙 橋　 健

松ヶ崎中学校

藤原靖也

〔
特
集
〕 

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
学
校
づ
く
り
、
教
育
活
動
の
展
開

地
域
と
と
も
に
創
る
学
校
行
事

―
地
域
と
学
校
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

文
化
祭
の
取
組
―

『
社
会
と
連
動
す
る

　
　
　
　
　
　

地
域
お
こ
し
』


